
令和４年度 佐伯教育事務所 地域授業改善協議会 第１回（R4.5.9）

【説明】
管内授業改善の重点と今後の取組の方向性について

令和４年５月９日（月）＠オンライン
大分県教育庁佐伯教育事務所

指導主事 後藤竜太
0972-22-3011，gotou-ryuuta@oen.ed.jp
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本日の内容

（２）管内授業改善の重点

（１）研究主任のみなさまへのお願い
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（１）研究主任のみなさまへのお願い ３つあります・・・

（１）３Kから４Kへ

（２）シンプル・徹底

（３）行う、見合う、語る
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（１）研究主任のみなさまへのお願い ３Kから４Kへ

3K（勘）（気合）（感覚）

目指す
姿

科学

行動

検証

改善

児童生徒の実態
各種調査等の結果 等

取組指標に基づいて
明確でシンプルか

取り組んだことと子どもの姿を関連付けて

続ける
やめる、変える
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（１）研究主任のみなさまへのお願い シンプル・徹底

科学

行動

検証

目指す姿

目標と取組を連動させる
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（１）研究主任のみなさまへのお願い 行う、見合う、語る

行う

見合う

語る

自ら授業を実践し、参観してもらう機会

多くの優れた授業実践を参観する機会

日々の授業実践について語り合う機会
・子どもの姿、教師の手立て、学習評価・・・・など

・市内外の公開研究会への参加、授業記録の書き起こし・・など

・意図的な工夫を施した授業実践、互見授業・・・など

授業を磨く 田村学 2015（平成27）4月１日 東洋館出版社6



（１）研究主任のみなさまへのお願い 教諭の年代構成の推移

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ４

Ｈ２８

Ｈ２３

20代 30代 40代 50代 再任用

【小学校】 【中学校】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ４

Ｈ２８

Ｈ２３

20代 30代 40代 50代 再任用

20代、30代の教諭が50％強 20代、30代の教諭が40％弱

若手教員の育成、授業力向上
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本日の内容

（２）管内授業改善の重点

（１）研究主任のみなさまへのお願い
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令和４年度 大分県教育庁佐伯教育事務所 管内指導の重点

「芯の通った学校組織」を基盤とした教育水準の向上

「学校マネジメント４つの観点」に基づく学校マネジメントの深化

観点Ⅰについて：学校の教育目標、重点目標等の設定・共有 観点Ⅱについて：短期及び年度を跨いだ検証・改善の実施

観点Ⅲについて：主任等が効果的に機能する学校運営体制 観点Ⅳについて：学校・家庭・地域による目標の協働達成

• 前年度の達成状況や取組状況を踏まえた、より客観的な各種指標
の設定

• 全教職員の参画、取組の徹底に向けた各種指標等の共通理解の
工夫

• 効果的な検証・改善に向けた達成状況の的確な見取りの工夫
• 取組状況や達成状況の確認に基づく「検証・改善フロー」 に沿った各
種指標等の見直し及び更新

※「検証・改善」フロー 第3ステージ冊子P.41参照

• 学校規模に応じた主任等による取組の進捗管理及び提案等の推進
• 専門スタッフや関係機関等との日常的な情報共有

• 学校の教育目標等の共有や熟議シートの活用等による協働意識の向上
• 学校・家庭・地域の役割分担の明確化・適正化
• 「協育」コーディネーターとの連携を生かした学校・家庭・地域の協働の推進

授業改善の徹底

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた組織的な
授業改善

• 「育成を目指す資質・能力の柱」がバランスよく実現される単元
構想に基づいた一時間のねらいが明確な授業づくり
→学校で設定する授業改善に係る取組について、校内でより具
体的なイメージや取組内容を共有した上で進める検証・改善

• ＩＣＴ等を効果的に活用した学級規模等に応じた授業づくり

「個別の指導計画」の作成・活用を通じた特別支
援教育の視点からの組織的な授業改善

• 「個別の指導計画推進教員」等の活用
• 特別支援教育コーディネーターを活用した組織的取組の推進

体力向上の推進・健康課題への対応

• 運動愛好度と体力・運動能力の両方の視点による検証・改善の推進
• 課題解決に向けた「１校１実践」 等の充実及び組織的取組の推進

運動の習慣化・日常化に向けた組織的取組

いじめ・不登校対策等の推進

未然防止や解消に向けた組織的取組

健康課題への対応
• 保護者と連携した規則正しい生活習慣，バランスのとれた食習慣の確立

在校等時間の縮減に向けた組織的な働き方改革の推進

子どもと向き合い効果的な教育活動を行うための働き方改革の推進

• 地域人材の活用と役割分担の見直し等の視点からの家庭・地域との協働
• 学校運営の効率化に向けたＩＣＴの効果的な活用、各種時間設定の見直し

• 専門スタッフ等を活用したいじめ・不登校等の未然防止や解消の取組、
連携強化に向けた日常的な情報共有

• 「人間関係づくりプログラム」等を活用した居場所・絆を意識した集団づくり
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（３）管内授業改善の重点 目指す方向性

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた組織的な授業改善

資質・能力の育成

◆「育成を目指す資質・能力の柱」がバランスよく実現される単元構想に基づいた一時間のねらい
が明確な授業づくり

◆ＩＣＴ等を効果的に活用した学級規模等に応じた授業づくり

単元構想 １単位時間の
ねらい

具体的な
評価規準

ICT活用 学級規模
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（３）管内授業改善の重点 略案を活用する

単元や題材など、内容や時間のまとまり

本時のねらい
ねらいに即した具体的な評価規準

授業の要素 期待する子どもの姿の実現に向かう
具体的な学習活動
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（３）管内授業改善の重点 評価規準の具体化

【評価規準例：小学校生活科（６）】
おもちゃを改良する方法について、
友だちのおもちゃと比べたり、動きの原因を見付けたりしながら、
研究ファイルに書き込んでいる。

友だちのおもちゃと比べたり、動きの原因を見付け追及したりする姿を期待

【授業設計】
☑友だちのおもちゃと比べる場面の設定
☑おもちゃの動きの問題状況を明らかにする場面
☑原因究明に向かう場面
☑比べて気付いたこと、原因究明と解決の方法を、
研究ファイルに書き込む場面
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（３）管内授業改善の重点 導入・終末時の発話例

今日は何をすることになっていましたか？

どのように進めますか？

○○には何分くらいかかりそうですか？

今日のめあては～でしたが、クラス（グループ）の達成度はどうですか？

次の時間では、何をしますか？

～について、振り返りを書きましょう

導入例

終末例

学びの自覚意識、継続
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（３）管内授業改善の重点 ICTの活用

各教科等の特質を踏まえたICT活用

主な学習過程とICT活用のポイント、
事例の概要

ICT活用のメリット、配慮事項、
活用した機能

14



（３）管内授業改善の重点 目指す方向性

「個別の指導計画」の作成・活用を通じた特別支援教育の視点か
らの組織的な授業改善

個に応じた指導の充実による資質・能力の育成

◆「個別の指導計画推進教員」等の活用

◆特別支援教育コーディネーターを活用した組織的取組の推進
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令和４年度 佐伯教育事務所 地域授業改善協議会 第１回（R4.5.9）

【協議】
学力向上プランをもとにした自校の具体的な取組

16



令和４年度 大分県教育庁佐伯教育事務所 管内指導の重点

「芯の通った学校組織」を基盤とした教育水準の向上

「学校マネジメント４つの観点」に基づく学校マネジメントの深化

観点Ⅰについて：学校の教育目標、重点目標等の設定・共有 観点Ⅱについて：短期及び年度を跨いだ検証・改善の実施

観点Ⅲについて：主任等が効果的に機能する学校運営体制 観点Ⅳについて：学校・家庭・地域による目標の協働達成

• 前年度の達成状況や取組状況を踏まえた、より客観的な各種指標
の設定

• 全教職員の参画、取組の徹底に向けた各種指標等の共通理解の
工夫

• 効果的な検証・改善に向けた達成状況の的確な見取りの工夫
• 取組状況や達成状況の確認に基づく「検証・改善フロー」 に沿った各
種指標等の見直し及び更新

※「検証・改善」フロー 第3ステージ冊子P.41参照

• 学校規模に応じた主任等による取組の進捗管理及び提案等の推進
• 専門スタッフや関係機関等との日常的な情報共有

• 学校の教育目標等の共有や熟議シートの活用等による協働意識の向上
• 学校・家庭・地域の役割分担の明確化・適正化
• 「協育」コーディネーターとの連携を生かした学校・家庭・地域の協働の推進

授業改善の徹底

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた組織的な
授業改善

• 「育成を目指す資質・能力の柱」がバランスよく実現される単元
構想に基づいた一時間のねらいが明確な授業づくり
→学校で設定する授業改善に係る取組について、校内でより具
体的なイメージや取組内容を共有した上で進める検証・改善

• ＩＣＴ等を効果的に活用した学級規模等に応じた授業づくり

「個別の指導計画」の作成・活用を通じた特別支
援教育の視点からの組織的な授業改善

• 「個別の指導計画推進教員」等の活用
• 特別支援教育コーディネーターを活用した組織的取組の推進

体力向上の推進・健康課題への対応

• 運動愛好度と体力・運動能力の両方の視点による検証・改善の推進
• 課題解決に向けた「１校１実践」 等の充実及び組織的取組の推進

運動の習慣化・日常化に向けた組織的取組

いじめ・不登校対策等の推進

未然防止や解消に向けた組織的取組

健康課題への対応
• 保護者と連携した規則正しい生活習慣，バランスのとれた食習慣の確立

在校等時間の縮減に向けた組織的な働き方改革の推進

子どもと向き合い効果的な教育活動を行うための働き方改革の推進

• 地域人材の活用と役割分担の見直し等の視点からの家庭・地域との協働
• 学校運営の効率化に向けたＩＣＴの効果的な活用、各種時間設定の見直し

• 専門スタッフ等を活用したいじめ・不登校等の未然防止や解消の取組、
連携強化に向けた日常的な情報共有

• 「人間関係づくりプログラム」等を活用した居場所・絆を意識した集団づくり

再掲
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【協議】学力向上プランをもとにした自校の具体的な取組 第１回（R4.5.9）

主任の役割

組織的な授業改善を進める→どのようにして

若手教員の育成（授業力向上）→どのようにして
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【協議】学力向上プランをもとにした自校の具体的な取組 第１回（R4.5.9）

項目 各校の取組 今後に生かすアイデア

組織的な授業改善

①

②

③

若手教員の育成
（授業力向上）

①

②

③

見付ける、比べる、例える、試す、見通す、工夫する 19
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アンケート入力にご協力ください 第２回（R4.7.29）予告

第２回地域授業改善協議会

１ 期日 令和4年7月29日（金）
9:00～12:00

２ 会場 佐伯総合庁舎４階大会議室

３ 内容
（１）説明
「１人１台端末を効果的に活用した個別最適な学びと協
働的な学びの実現に向けた授業改善」

（２）発表
「小学校国語科における１人１台端末を活用した個別
最適な学びと協働的な学び」（仮）

（３）協議
「自校における今後の取組」


